
～ SDGs目標達成に向けて ～

『 サンコーシヤグループは

SDGs実現に貢献してまいります 』

＜2024年 7月 更新＞

〖 SANKOSHA SDGs Action 〗



サンコーシヤグループ SDGs取組宣言

〇 『 世界を変えるための17の目標 / SDGs 』 が国連サミットで採択され、世界が

それぞれのゴールに向かい変わり始めています。

〇 私たちサンコーシヤグループは、創業以来、自然災害である 『 雷 』 と向き合い、

雷防護技術の発展に貢献して参りました。

〇 当社は通信、電力網整備などの戦後復興事業への貢献をはじめ、高度成長の

インフラ構築を支えてきました。

〇 『 広く親しまれ社会に貢献するサンコーシヤを目指す 』 という

当社経営理念のもと、この 『 持続可能な開発目標 / SDGs 』

に共感し、サンコーシヤグループは最終ゴール2030年に

向かって事業活動と社会貢献活動を通じて持続可能な社会

実現に貢献してまいります。



サンコーシヤグループ グループ会社一覧
【 海外グループ会社 】

＜販売拠点＞ ＜製造拠点＞

 ・ SANKOSHA U.S.A., INC.   ・ PT. SANKOSHA INDONESIA

 ・ SANKOSHA ENGINEERING   ・ SANKOSHA VIETNAM

  (THAILAND) CO.,LTD.     ・ 広州圣科薩防雷科技有限公司

 ・ SANKOSHA KOREA CORPORATION   ・  L.V. Control Sdn. Bhd.

 ・ 山光社香港有限公司                           ・ 上海圣科萨国际贸易有限公司

【 国内グループ会社 】

＜販売拠点＞   ＜製造拠点＞  ＜独自事業＞ 

 ・ 株式会社北陸サンコーシヤ  ・ 株式会社ライゼン     ・ 株式会社フランクリン・ジャパン

 ・ 株式会社九州山光社 ・ 株式会社茨城テック      ・ 株式会社ベータテック

                       ・ 北九州住設株式会社    ・ エースライオン株式会社

＜設備工事等施工＞                                                   ・ 株式会社オプトテクノ

 ・ 株式会社サンコーシヤシステムエンジニアリング           ・ 株式会社山光社エステート



＜都市及び重要インフラのレジリエンス
向上策としての雷防護事業＞

当社は雷防護システム及び関連製品の提供を通じ、通信・電力・交通等の重要イン
フラを雷被害から防護し、当社技術が都市機能のレジリエンス(※)向上に貢献する
ことを目指してゆきます。

              (※) レジリエンス： Resilience、強靭性/事故や障害からの回復性・復元性

『住み続けられるまちづくりを』

都市と人間の居住地を包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にする

『産業と技術革新の基盤をつくろう』

 強靭なインフラを整備し、包摂的で
 持続可能な産業化を推進すると
 ともに、技術革新の拡大を図る

『貧困をなくそう』

   あらゆる場所で、あらゆる形態の
              貧困に 終止符を打つ

『パートナーシップで目標を達成しよう』

持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する
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 サンコーシャグループSDGs活動のロジックモデル ＜雷防護関連事業＞

Input Output Impact

都市インフラ(携帯
基地局、鉄道運行

システム等)への
避雷設備設置

顧客重要インフラ設備
の雷防護設備導入

雷防護事業の海外展開

雷防護分野の共同
研究事業推進

雷防護関連国際
規格制定への取組 等

都市インフラ設備の
雷被害軽減

顧客主要インフラ
設備の雷被害軽減

途上国各都市インフラ
への雷防護設備の設置

雷防護分野の
共同研究成果の発表

汎用的な雷防護
国際規格の実現

11.5：  2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に
焦点をあてながら、水関連災害などの災害による死者や
被災者数を大幅に削減し、世界の国内総生産比で直接的
経済損失を大幅に減らす。

9.1：  全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展
 と人間の福祉を支援するために、地域・越境インフラを含む

            質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）な
            インフラを開発する。

1.5：  2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある人々の強靱性
（レジリエンス）を構築し、気候変動に関連する極端な気象現象
やその他の経済、社会、環境的ショックや災害に暴露や脆弱性
を軽減する。

11.b： 2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害
に対する強靱さ（レジリエンス）を目指す総合的政策及び計画  
を導入・実施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加

            させ、仙台防災枠組2015-2030に沿って、あらゆるレベルでの
            総合的な災害リスク管理の策定と実施を行う。

9.5：   2030年までにイノベーションを促進させることや100万人当たり  
の研究開発従事者数を大幅に増加させ、また官民研究開発

            の支出を拡大させるなど、開発途上国をはじめとする全ての
            国々の産業セクターにおける科学研究を促進し、技術能力を

向上させる。

17.17：  さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、
             効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・

推進する。

・ 当該インフラサービスの安定供給
・ 雷被害による経済損失の最小化

・ 主要インフラサービスの安定供給
・ 雷被害による経済損失の最小化

・ 途上国の雷被害による
経済損失の最小化

・ 途上国の都市レジリエンスの向上

・ 雷防護分野のイノベーション
や技術発展の進化

・ 精度の高い雷防護設備の普及推進
・ パートナーと社会貢献を目指す

Outcome
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 ・ 1930年の創業以来、サンコーシヤグループは『 雷防護 』にあたって常に基盤

防護まで捉えた技術提供を徹底し、心がけてまいりました。 

 ・ 雷コンサルティングでは、サンコーシヤグループが蓄えたノウハウを基に、現地

調査から対策提案、製品提供からメンテナンスまで一貫したサービスを提供し

続けています。

都市インフラに対する雷防護事業

【 飛行場に整備している
空港防護システム 】

警備センサー及び付帯設
備の設置を行うとともに、
新規追加及び改修警報区
画に対応するためのシス
テム改修・調整を行う整備
工事となり、今後全国の
空港設備にて段階的に工
事計画がなされています。

 ・ “世界的災害である「雷」には、世界水準の本質的な「雷防護」を打ち立て向き

合う” という理念の元、サンコーシヤグループは海外展開にも注力しています。

・ 現在、アメリカ・中国・韓国・タイ・ベトナム・インドネシア、マレーシアの7カ国に

拠点展開を図り、世界各地のインフラや経済の発展に当社の技術力や視野が

大きく貢献しています。

雷防護事業の海外展開

【広州圣科薩防雷
             科技有限公司】

【 L.V. Control Sdn. Bhd 】
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・ 最先端の独自技術と製品を駆使し、さらに緻密化・複雑化する情報通信ネットワークをサポートしています。

・ 各種端子板をはじめとするメタル通信関連の機器・設備から、光デバイス、カプラをはじめとする光通信関連の

機器・設備及び各種制御機器やCATV関連機器に至るまで、より高速化する次世代コミュニケーションネット

ワーク構築に不可欠な製品を供給し、都市機能向上に貢献し、住みやすい街として、人々の満足度に貢献して

ゆくことを目指してゆきます。

都市機能向上に向けた情報通信ソリューション事業

【 200心光パッチパネル 】

5G設備やエッジデータセンター
などの重要な光配線接続・切替
に使用されています。

【 劣化診断付き   
Cat6A対応LAN用SPD
LAN-CAT6A-P+II (R) 】

主な用途
・10ギガビットイーサネットの保護
・マルチギガビット・イーサネットの保護
・ネットワークカメラの保護
・無線LANアクセスポイントの保護  他
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・ 日本開発工学会主催の第5回研究発表会において、当社メンバーが奨励賞を受賞しました。

・ 日本の社会課題の解決を通して、総合的なビジネスの創造に繋げる為、他社メンバーと協働で対応。

・ 今回の発表テーマは、『SDGs志向スマートシティ・インフラ』、官民連携で加速する為、全国で計画的

な実装に向けた取組がされています。

日本開発工学会より奨励賞を受賞

・ グループ会社/株式会社フランクリン・ジャパン社員が、電気設備学会より国際貢献または電気

設備の学術・技術に係わる国際的に顕著な功績があった人物に贈られる『星野賞』を受賞しました。

・ 今後もこのような活動を通して、社会インフラ維持に貢献していきます。

電気設備学会 『星野賞』 を受賞

・ 日本電気協会主催の雷保護技術講習会が開催され、サンコーシヤグループ社員が講師として登壇、

『雷被害状況と雷保護の考え方』や『電気・電子機器の雷保護』などを分かりやすく解説しました。

・ 今後も雷保護技術の普及の為、このような活動を継続してゆきます。

日本電気協会/雷保護技術講習会

【 星野賞楯 】

【 日本開発工学会 表彰状 】

【 雷保護技術講習会 】



・ マレーシアでは5Gインフラ整備の為、DNB社（国有企業）を設立、5Gサービス提供をスタート。

・ グループ会社/ L.V. Control Sdn. Bhd.は、モバイル・オペレータやネットワーク・ファシリティ・プロバイダー

と共に、ネットワーク設備等に関してDNB社メンバーとの打合せを行い、5Gスマートポール向けPDU盤

およびHEX（熱交換機）を受注。

・ 今後もマレーシア５Gインフラ整備に関与し、都市重要インフラのレジリエンス向上に貢献してゆきます。

マレーシア 5Gスマートポール案件

・ グループ会社/ SANKOSHA ENGINEERING (THAILAND) CO.,LTD.は、タイ水道公社(MWA)水道ポンプ

設備向けに、3種類の当社製SPDを納入。

・ 今後も引き続き、タイ及び周辺国の水道をはじめとするインフラ関連案件へ積極的に関与、都市機能の

レジリエンス向上に貢献してまいります。

タイ 水道公社/水道ポンプ設備案件
【 5Gスマートポール 】

【 Metropolitan 
Waterworks Authority 】



＜雷情報の観測・情報発信を通じた
気候変動への対応と促進＞

情報化社会の高度化に伴い、低電圧の機器の増加、ネットワーク化が進み、雷の被害は増加
しています。当社の雷防護製品によって落雷被害を最小化させるとともに、雷対策情報やグル

  －プ会社/株式会社フランクリン・ジャパンの雷・気象情報の提供により、雷被害回避や事前
の落雷対応を可能にすることよる人的・物的被害の軽減を目指してまいります。

  

『質の高い教育をみんなに』

すべての人々に包摂的かつ公平
で質の高い教育を提供し、生涯
学習の機会を促進する

『エネルギーをみんなに
そしてクリーンに』

すべての人々に手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する

『気候変動に具体的な対策を』

気候変動とその影響に立ち向かう
ため、緊急対策を取る
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サンコーシャグループSDGs活動のロジックモデル ＜雷情報及び気候変動への対応＞

Input Output Impact

教育・情報発信・雷対策
Web相談室の設置

雷・気象情報の提供

可搬型電源や電源
システムの提供

専門書籍出版や子供
向け環境教育の実施

雷関連情報の
提供により、顧客

事業のリスク最小化

工事現場やイベント
会場などへの設置

4.7： 2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続
可能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴
力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様
性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通
して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するため
に必要な知識及び技能を習得できるようにする。

13.3：  気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関
する教育、啓発、人的能力及び制度機能を改善する。

13.1： 全ての国々において、気候関連災害や自然災害に
対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能力を
強化する。

7.2： 2030年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生
可能エネルギーの割合を大幅に拡大させる。

・ 雷に対する意識の向上
・ 子供たちの寄稿に関する意識向上

・ 顧客及びその先の顧客の安全意識
が高まり、減災に繋げられる

・ サービス供給都市/地域全体
のレジリエンスの向上

・ 災害発生時の電力確保が可能に
(BCP対応)

・ 自家消費型の再生可能
エネルギー発電設備設置の増加

Outcome

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567676822/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2Rncy53b3JsZC9zZGdzX2hpbnQ-/RS=%5eADBS89mEPkAuFBD1quQCvLQ91bNOQQ-;_ylt=A2RiouIViG9dk2EAHyKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567676822/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2Rncy53b3JsZC9zZGdzX2hpbnQ-/RS=%5eADBS89mEPkAuFBD1quQCvLQ91bNOQQ-;_ylt=A2RiouIViG9dk2EAHyKU3uV7
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・  サンコーシヤグループはインフラ構築で培ったノウハウと最新技術を融合し、太陽光エネルギーなどの

クリーンエネルギーや次世代エネルギーの設備・システムを社会に提供しています。

・  また、BCP対策として注目を集める非常用電源として蓄電システムやディーゼル発電機など幅広いライン

ナップで、社会の要求に対応し、各インフラへのサービス安定供給の実現を目指してゆきます。

エネルギー関連事業

オフグリッド電源システム

・ また、雷防護の先駆者として築きあげた技術とメソッドを活用、高度にＩＴ化された現代の産業インフラを

雷被害から守ってゆくため、製品の供給にとどまらず、国内唯一の全国雷観測ネットワークを利用した

落雷情報サービスやコンサルティング、システム構築までを、高い技術を駆使してトータルでサポート、

雷被害による経済損失の最小化を目指してゆきます。

雷予測情報の提供

LS7002センサ

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567668919/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3VtdS5nby5qcC90b3VrZWlfdG91a2F0c3UvaW5kZXgva29rdXNhaS8wMnRvdWthdHN1MDFfMDQwMDAyMTIuaHRtbA--/RS=%5eADB_O51Cx_Y5Gw.wvXEYewGOyOMTcw-;_ylt=A2RinFM2aW9dEQ4AWBCU3uV7


・ サンコーシヤグループは、外部雷保護システムから内部雷保護システム/

雷観測システムの他、雷による被害を防ぐ「防雷」のみならず、「調査・分析」

についても早くから注力し、グループ会社/フランクリン・ジャパンが雷観

測ネットワーク「JLDN」を構築し、31基のセンサーにより国内全域での24時間

体制リアルタイム雷観測を実現しました。

・ 「JLDN」の雷データと気象庁の気象データを組合せ、人命や財産を守るための

落雷・天気情報・雨量など情報提供サービスを展開することにより、雷被害

回避や事前の落雷対応を可能にすることによる人的・物的被害の軽減を目指

してまいります。

・ さらに、観測結果を当社の様々な分析から雷防護技術向上に役立てることを

目指してまいります。

雷・気象情報の提供

【 全国31ヶ所に設置した
センサーをネットワーク化 】 

(全国雷観測ネットワークJLDN) 

【 衛星、天気図の表示例 】 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567676822/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2Rncy53b3JsZC9zZGdzX2hpbnQ-/RS=%5eADBS89mEPkAuFBD1quQCvLQ91bNOQQ-;_ylt=A2RiouIViG9dk2EAHyKU3uV7


 

・ 創業90周年記念事業として、停電を起こしたり、電化製品を壊したりする『 雷 』の正体を解き明かし、

雷被害を防ぐ方法など、『雷』とのつき合い方などをわかりやすく紹介した小学生向け学習まんが

書籍 『雷のひみつ』 を制作し、出版した書籍を全国の小学校や公立図書館 に寄贈致しました。

“ まんがでよくわかるシリーズ ” 『 雷のひみつ 』
 

2019 年 10 月 
株式会社サンコーシヤ 

 
“学研 まんがでよくわかるシリーズ”『雷のひみつ』を共同制作 

～ 全国の小学校や公立図書館へ寄贈 ～ 
 

株式会社サンコーシヤは、株式会社学研プラス(以下、学研)の小学生向け学習まんが書籍

“学研 まんがでよくわかるシリーズ”１６５作目となる『雷のひみつ』を制作しました。 
また、出版された書籍を、全国の小学校や公立図書館等に寄贈いたします。 
 

“学研 まんがでよくわかるシリーズ”は、小学生向けにさまざまなテーマを分かりやす

く紹介し、社団法人日本ＰＴＡ全国協議会の推薦を受けた教材として、全国の教育現場で活

用されている学習漫画です。 
 

           
        表紙                  裏表紙 
 
今回の『雷のひみつ』では、停電を引き起こしたり、電化製品を壊したりする『雷』の 

正体を解き明かし、雷被害を防ぐ方法など『雷』とのつき合い方などをわかりやすく紹介し、

子供たちに『雷』についての理解を深めてもらいたいという思いから、本書の制作及び寄贈

に至りました。 
 
株式会社サンコーシヤは、創業以来、自然災害である『雷』と向き合い、2020 年 4 月に

創業 90 周年を迎えます。これからも、雷から社会を守り、“今日のあたりまえが、明日もあ

たりまえであるために”社会に貢献して参ります。 

・ 近年、情報高度化につれて電子機器の雷被害が増加傾向、落雷によって発生する雷サージが原因です。

  ・  雷サージとはどのようなものなのか、雷被害のリスクを低減するためにはどのような雷サージ対策が有

用なのか等について解説した書籍 『雷サージの本（スッキリ！がってん！）』 を制作、出版いたしました。

『 雷サージの本（スッキリ！がってん！） 』

・ 子供たちが科学に興味を持ってもらうことを主旨として各所で開催される「ラジオ⼯作教室」の中で、当社

社員が講師になり、当社発刊の『雷のひみつ』 等を教材に、子供たちに雷の勉強会を実施しました。

・ 開催地 ： 2022年 御前崎市B＆G海洋センター、北海道紋別市民会館、奄美海上保安部

2023年 南知多町篠島小学校、日本科学未来館(東京/江東区)

子供向け 『雷の勉強会』 実施

【ラジオ工作教室】

【雷サージの本】

【雷のひみつ/
プレスリリース】



 

・ 三重大学 気象・気候ダイナミクス研究室とグループ会社/株式会社フランクリン・ジャパンで雷の長期

  変動に関する共同研究を開始しました。

・ 将来的に雷の発生数や分布がどのように変化するのか、海水温・黒潮などの日本付近を流れる海流

や大気循環変動の長期的な視点から研究を行う予定です。

三重大学との共同研究

・ 相模原市内公民館 文化部主催講座が開催され、グループ会社/株式会社フランクリン・ジャパンの気象

 予報士が講師として登壇、『雷や天気の基本知識』などを分かりやすく解説しました。

・ 開催地 ： 2022年 光が丘公民館、小山公民館

お天気講座 『 お天気とかみなりの話 』

・ グループ会社/株式会社フランクリン・ジャパンの社員が、各種メディア取材依頼に対応、雷や雷からの

身の守り方などについて解説、雷に関する知識や情報の普及に努めています。

・ メディア ： フジテレビ (News イット！)、NHK (首都圏ネットワーク)、日本テレビ (News Zero)

MBSラジオ (ネットワーク 1・17)、Lucky FM (防災のチカラ)

各種メディア取材を通して 『雷』 に関する情報提供

【お天気講座案内】

【メディア取材の様子】



ホームページを通じて 『雷対策の基本』 『接地の基礎知識』 など幅広い情報を公開するとともに、『雷対策WEB相談室』

を開催、雷に関する幅広い知識や対策の普及にも努めています。

(※) 「株式会社サンコーシヤ / 雷対策の基本」

(※) 「株式会社サンコーシヤ / 接地の基礎知識」

(※) 「株式会社サンコーシヤ / 雷対策WEB相談室」

https://www.sankosha.co.jp/earthing-systems/

https://www.sankosha.co.jp/basic-lightning-protection/

https://www.sankosha.co.jp

雷に関する情報発信 



サンコーシヤグループ各社もHPを通じて、雷に関するいろいろな知識の普及に注力しています。また、雷対策事例を

紹介するとともに、雷被害の最小化の為、ノウハウを活用した具体的な雷対策のアドバイス等も積極的に行っています。

(※)  「株式会社フランクリン・ジャパン」 HP

(※)  「株式会社フランクリン・ジャパン / 雷（らい）ぶらり」

https://www.franklinjapan.jp/

https://www.franklinjapan.jp/raiburari/

雷に関する情報発信 / 国内外グループ会社

(※)  「エースライオン株式会社 / 雷の話」

(※)  「SANKOSHA U.S.A., INC / Learn More About」

⇒ 全国高等学校体育連盟(高校総体主宰団体)会議の雷対応資料として、
『雷（らい）ぶらり/身を守る(頁)』を利用していただきました。



＜事業会社としての社会貢献＞

   企業としての社会的責任を果たす為、これからも環境・品質・情報セキュリティに対  
するマネジメント強化に努めています。また、パートナーシップを活性化、持続可能
な開発目標達成に向けた実施手段を拡大してまいります。

『つくる責任 つかう責任』

 持続可能な消費と生産のパターンを
確保する

『働きがいも経済成長も』

  生産的な完全雇用およびDecentWork(※)
を推進する

『平和と公正をすべての人に』

           平和で包摂的な社会を推進し、効果的
で責任ある包摂的な制度を構築する

※ 働きがいのある人間らしい仕事

『質の高い教育をみんなに』

 すべての人々に包摂的かつ公平で質の  
高い教育を提供し、生涯学習の機会を
促進する

『パートナーシップで目標を達成しよう』

            持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、
 グローバル・パートナーシップを活性化する



 サンコーシャグループSDGs活動のロジックモデル ＜事業会社として社会貢献＞

Input Output ImpactOutcome

企業に求められている
責任ある対応

社会的責任監督及び
環境・品質・情報等に

対するマネジメント強化

・ EMS,QMS、ISMSなど
各種マネジメント

システムの継続運用

12.4：  2020年までに、合意された国際的な枠組みに
従い、製品ライフサイクルを通じ、環境上適正
な化学物質や全ての廃棄物の管理を実現し、
人の健康や環境への悪影響を最小化する
ため、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌へ
の放出を大幅に削減する。

17.17：   さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略
を基にした、効果的な公的、官民、市民社会の
パートナーシップを奨励・推進する。

パートナーシップの推進
汎用的な雷防護

国際規格の実現

・ パートナーとの
コラボレーションに

よる社会貢献を目指す

・ 労働/安全/環境/倫理
及びそのマネジメント

システムの継続運用

16.2： 子供に対する虐待、搾取、取引及びあらゆる
形態の暴力及び拷問を撲滅する。

8.8： 移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な
雇用状態にある労働者など、全ての労働者の
権利を保護し、安全・安心な労働環境を促進する。

4.4： 2030年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、
働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要
な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加
させる。



接地工事において、接地抵抗値を低減する
ために用いる製品が接地抵抗低減材です。

弊社従来品と比べ、製造過程でのCO2排出量
を低減させるため、バイオマス発電の副産物
である炭素材料（付随的CO2排出ゼロ）を利用
してます。

また、バイオマス発電の原料となる材料は、
そのまま自然放置すると微生物による分解作用
でC02が大気中に放出されますが、バイオマス
発電で炭化されたことによるC02固定化の効果
など、それらを特長とした製品となっています。

従来の化石燃料由来の材料を自然由来の
材料に切り替え、接地抵抗低減効果と環境
配慮を兼ね備えた次世代の接地抵抗低減材
【バイオサンアース】を実現しました。

カーボンニュートラルの実現
に向けた接地抵抗低減材を開発



【 Certificate of Responsible Business Alliance 】

PT. Sankosha Indonesia

 ・ 茲許、不当な低賃金労働・強制労働・劣悪な労働環境・安全衛生管理・製造プロセス

における環境への悪影響などに対して国際的な関心が高まり、注目されているRBA

認証(Responsible Business Alliance)を、グループ会社/PT. Sankosha Indonesiaは

継続的に取得しています。

 ・ PT. Sankosha Indonesia 及び当社グループでは、これからもサプライチェーンにおけ

る社会的責任維持に注力してまいります。

 

責任あるサプライチェーン構築

・ グループ会社/PT. Sankosha Indonesiaは、WAA（WORLD ACHIEVEMENT ASSOCIATION）

が主催するインドネシアベストインアワード2022において、さまざまなジャンルの中から、

『 No.1 Best in Company 2022 』を受賞しました。

・ 今後も、お客様のご期待及び信頼に応える製品・サービスを提供ができるよう一層努力

してまいります。

No.1 Best in Company 2022 

PT. Sankosha Indonesia

【 Certificate of Special for the Winner 】



ISO14001(EMS) ：

事業領域における環境負荷の持続的な軽減を

めざし、積極的な改善に取組んでいます。

                                                                                                       

ISO9001(QMS) ：   

製品開発における検証、製造～出荷の全領域

で改善活動を行い、品質向上に取組んでいます。

ISO27001(ISMS) ：

情報の保護と適切な取扱いにより、信頼性を

向上、お客様に安心してお取引いただける

よう取組んでいます。

 環境・品質・情報への取組み
ISO19001マネジメント
             システム登録証

ISO/IEC27001マネジメントシステム登録証

ISO14001マネジメント
システム登録証



・ 事業活動と各種社会貢献活動を通じて持続可能な

社会実現に貢献してゆく取組みをスタートして以来、

同活動の継続実施に向け、SDGｓ活動や働き方改革

の推進など、定期的に専門シンクタンクによる

ヒヤリングを受け、目標達成に向けた活動状況 等

のチェックとアドバイスを受け、より効果的な活動を

実施していくように努力を続けています。

  ・ サンコーシヤグループは、これからも 『持続可能な

開発目標 / SDGs』の主旨に沿って、より積極的に

持続可能な社会実現に貢献してゆくことを目指 して

まいります。

SDGs目標達成に向けて

SDGs推進融資実行証

働き方改革推進融資実行証
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